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【管理者向け】

「Paperpal Preflight」で英文原稿を投稿前に最終チェック

１．投稿前の英文原稿確認ツール「Paperpal Preflight」
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「Paperpal Preflight」 が RefWorks Citation Manager (RCM) for Wordと、RefWorks Citation Manager (RCM) for 
Google Docs を通じてアクセスできるようになりました。
「Paperpal Preflight」 は、投稿前の英文原稿が、言語的、技術的な問題がないか、投稿可能な状態になっているかを確認す
るツールです。投稿可能か修正が必要か、適合している項目と改善が必要な項目が表示されます。
現在、doc、docx、PDFのファイル形式に対応しています。

▼確認される項目
・言語クオリティ
文法、読みやすさ、ライティングの仕組み、
アカデミックな語彙など、言語の質

・技術的コンプライアンス
参考文献、開示、制限、構造、図表などの
技術的要件
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ユーザーに対してこの機能へのアクセスを有効または無効にするかは
管理者画面で設定できます。
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【管理者向け】

「Paperpal Preflight」 は、RefWorks Citation Manager (RCM) for Wordと、RefWorks Citation Manager (RCM) for 
Google Docs を通じてアクセスできます。

「Paperpal Preflight」のご利用方法
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RefWorks Citation Manager
(RCM) for Word

RefWorks Citation Manager
(RCM) for Google Docs

RefWorks ユーザー専用 Preflight ページ

投稿予定のジャーナルを選択

投稿予定のファイルを選択
（doc、docx、PDFのファイル形式）

原稿についての無料レポート

※論文投稿サポート
は有料です

１．投稿前の英文原稿確認ツール「Paperpal Preflight」
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【管理者向け】
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RefWorks Citation Manager for Google Docs
  機関シングルサインオン オプションの追加

OpenAthensまたはShibboleth認証を提供している機関に
所属するユーザーは、機関シングルサインオンを使用して 
RefWorks Citation Manager (RCM) for Google Docs に
ログインできるようになりました。

※認証画面を表示するには、ブラウザのポップアップブ
ロックを無効にする必要があります。

２．RefWorks Citation Manager (RCM) のアップデート
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【管理者向け】
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RefWorks Citation Manager for Word 
「マイ引用」タブ 
「マイ引用タブ」では、文書内で引用されたすべての参考文
献が一覧表示されます。引用をクリックすると、文書内で
引用が挿入されている箇所へジャンプします。

２．RefWorks Citation Manager (RCM) のアップデート

文献引用ビュー参考文献ビュー

をクリックすると“引用の
編集“画面が表示されます。

文書内で何回引用されているかを表示
します。

レコードID（Ref ID）が表示されるよ
うになりました。

引用順を変更できるようになりました。

RefWorks Citation Manager for Word 
「引用の編集」アップデート
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BibLaTeX フォーマットでレコードをエクスポートできるよ
うになりました。BibLaTeXは、論文、レポート、学位論文、
書籍などの高品質な技術文書を作成するためのフォーマット
です。この機能は、ユーザーからのフィードバックを収集す
るためのベータ版です。

３．インポート/エクスポートのアップデート
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インポートのアップデート
データベースからのダイレクトエクスポート、または
“Save to RefWorks” を使用した場合、同時に複数のプロ
ジェクトにレコードをインポートできるようになりました。
プロジェクトは5つまで選択できます。
インポート時の重複チェックはプロジェクトごとに行われ
ます。各プロジェクト内のレファレンスには、一意のレ
コードID（Ref ID）が割り当てられます。

エクスポートのアップデート

●●研究室
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４．“Save to RefWorks”のアップデート
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“Save to RefWorks” の機能がアップデートされ、レコードの詳細情報の品質が向上し、さらに多くのサイトに対応するように
なりました。

をクリックすると、“Save to RefWorks” ウィンドウ
を最小化できるようになり、インポートの準備が整うまで、
ソースページのコンテンツが邪魔されなくなりました。
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５．操作性向上のためのアップデート
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文献引用スタイルエディターでの件数表示
文献引用スタイルエディターの文献引用スタイル検索ページ
で、RefWorksでレコードを閲覧する場合と同様に、1ページ
あたりに表示するスタイル件数を設定できるようになりまし
た。ユーザーは、1ページあたりに表示するスタイル件数を
25から2000まで設定できます。
この設定はユーザーが設定を変更するまで保持されます。

レコードの詳細画面

サイドバーのレコード詳細画面 上部

サイドバーのレコード詳細画面
参照元の形式表示（印刷/電子）

サイドバーのレコード編集画面
参照元の形式表示を変更する

サイドバーのレコードの詳細画面上部にレコード参照元の形式
（印刷/電子）が表示されるようになりました。
参考文献リストを作成する際、参照元の形式（印刷/電子）に
より、引用スタイルのフォーマットが異なるので、これは非常
に重要なアップデートです。
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５．操作性向上のためのアップデート
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レコードの編集画面
レコードの編集画面で文献の詳細を編集し、保存せずに閉じ
た場合、データの損失を防ぐために警告メッセージが表示さ
れるようになりました。

レコードの編集画面 初期設定の表示

レコードの編集画面で“すべてのフィールド”を表示するように
切り替えることも、初期設定のフィールドを表示する現在の
ビューのままにしておくこともできるようになりました。
フィールドを1つずつ追加する必要がなくなりました。

フィールドの追加
初期設定の場合はフィールドを追加
してから編集を行いますが、“すべて
のフィールドを表示”の設定に変更す
ると、未入力のすべてのフィールド
も表示され、すぐに編集できるよう
になります。

レコードの編集画面
すべてのフィールドを表示に変更
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５．操作性向上のためのアップデート

詳細検索で、レコード ID（Ref ID）を検索することができるようになりました。
クエリー文字列は数値のみ受け付けます。

レコードの検索画面

検索フィールド
RefWorksではレコードIDですが、詳
細検索画面ではRefIDにて検索してく
ださい。
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アクセシビリティの向上

６．その他のご案内
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・「レコードの編集画面」、「左サイドのナビゲーション」、「上部メニューのドロップダウン」、「RCM for Word」
に対して、キーボード操作、そしてスクリーンリーダーのナビゲーション機能が追加されました。

・「参考文献リストを作成」ページでキーボード操作のナビゲーション機能が追加されました。
・ ホームメニューにスクリーンリーダーのプロンプトを追加しました。

・Google Scholarからインポートする際のソース名を 「google」から 「Google Scholar」に修正しました。
・RCM for Word および Google Docsのデータフィールドの欠落情報を更新しました。
文献の詳細で著者情報が入力されていない場合は「(missing author)」、日付情報が入力されていない場合は
「(missing date)」と表示されるようになりました。

・URLが存在する書誌の末尾の無効なピリオドを削除し、リンクをクリックスルーできるようにしました。
・URLに「$」記号が含まれている文献をインポートすると、誤って切り捨てられることがありましたが修正しました。
・タグ内の検索でケーシングを無視するように修正しました。
・WordおよびHWPのRCMで、「修正した日」のソートが実行できない不具合を修正しました。
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修正されたバグ
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６．その他のご案内
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追加された引用スタイル
以下の引用スタイルが追加されました。
・「AMA 11th - American Medical Association, 11th Edition (URL)」
・「Physiotherapy Canada UPD」
・「Ecology」
・「 Journal of Medical Internet Research (URL)」

YouTube Channel 更新のお知らせ
・ RefWorks YouTube Channelを更新しました。
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